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避妊術後に於ける卵巣妊娠の 1例

大阪市済生会野江病院 （院長亀井大我）

西田茂樹

（原稿受付昭和34年 1月15日）

A CASE OF OVARIAN PREGENACY DEVELOPED 
AFTER MADLENEA,S OPERATION 

B~· 

SHIGEKI N SHIDA 

Saiseikai-Noe Hospital, Osaka 
(Director: Dr. T. KAME!) 

，ミ 32・~·ear-old woman, who has two children and under刈verit:¥Iadlencr’s operation 
at the age of 28 ~·cm・日， complained of localized penetrating pain in the right lower 
quadrant of the abdomen, not associated with nau回aand vomiting, on Jan. 1, 1958. 
This pain was relieved b~· narcotic injection for the following 3 days. However, on 
Jan. 4, the penetrating pain reappearerl and the abdomen began to enlarge. 
On operation, it ＼＼’as noted that the abdominal cavity had been filled with 

about 1,000 cc. of blood ＼＼’hich bleeded b＞’ rupture of the right ovarian pregrancy. 
Right Oophorectomy, right salpigectomy and Madlener's operation of the left 

side were performed and the patient made an uneventful recovery. 

子宮外妊娠の中で卵巣妊娠は甚だ稀なもので，我国

で報告されたものは現在まで約30例に過ぎないー私は

本年1月，急性腹腔内出血の診断の下に開腹手術を行

いp 摘出標本p 組織学的検査により卵巣妊娠なること

を確め得た一例を経験したので報告する．

症 例

32上p 21見のf:)

家族歴：特記す可きものはない

既往歴・ 28才の時開腹による Madlener氏不妊手
術並に虫垂切除を受けた．其の他特記す可きものはな

いが，昭和32年11月以後無月経である．

明病歴：昭和32年 1月1日誘因と思われるものなく

急に右下腹部に刺し込む様な疹痛を来した．疹痛はJiD

痛様でなく， f可所にも放散しなかった．又悪心＇iJ!!.吐

もなかった． 悠仰は其の後一時軽減したがp 同月 4日

再び同部に激痛を来したゐ，医師を訪れイレウスの疑

ありと云われた．其の頃より腹部全般が膨隆し，ー般

状態が悪化したので本院外科を訪れた．

入院時所見

全身所見：休格栄養中等Ji'.，意識明瞭であるが苦闘
:p~，可視粘膜高度貧血様3 脈縛110，張緊微弱p 血圧J

J1 ~i九70，最低30, f本温， 37°C 

局所所見 ：腹部は全般に膨隆しているがp 限局性膨

隆，皮膚異常着色p 静脈怒張，儒動不穏等を認めな

い．触診上は一般に腹筋緊張，プルンベルグ氏症候を

認めるがp 特に；右下腹部に強い．腫癌は何処にも触れ

ない 腸雑音は活発であるがp 金属性でない．経Iエ門

桁診では直腸膨大部は梢々拡大している．ダグラス氏

窓は膨隆しp 著明t，圧痛を認める．挿入せる指尖に膿
'(:1液，粘液を認めない．

血液所見：赤血球数 250 × 10•，ザーリー50°0 1 白血
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球数＇ 16000, 

尿所見：ウロピリノーゲンP Z庭向共に弱陽性， it:h

に異常を認めない民

以上の所見より，急性腹腔内出血の診断の下に開腹

手術を行った．

手術所見：点滴輸血，局麻の下に下正中線切聞にて

腹腔に達する 腹腔内にはl稽赤色流動性の血液約 l立

骨盤怪はjfil塊にて満されている．之等を除去するに，

右卵巣は瀞離総に 0.5x 0.5cm2大の破裂口を認め，之

の部より出血している．子宮は正常大であるがp 両側

卵管は略々中央部に於て癒震性収縮を認める．直に右

卵巣，卵管切除p 左 Madlener氏再手術を行い，手

術を終る．

経過・ 2日後性器出血があったがp 間もなく止み，

術後11日目全治退院した．

創出標本：卵巣は鶏卵大でp訪字離縁に約0.5x0.5cm2 

の裂口があり，之の内方卵巣組織内にクルミ大の空洞

を認めた．組織学的には卵巣組織内に出血部を認め，

其を囲んで多層の繊毛細胞がある．寅体，胎芽組織は

認め得なかった．

総括並に考察

均台私、， ／ 

1899年 Tussenbrokは初めて卵巣妊娠の症例を報告

した；）；，其の頻度は Kuzmannの0.14%より岩淵の

0.68%であり，更に Hertigに依れば全子宮外妊娠の

0.7～1.07ク。に当る．我山に於ては明治40年山下が初め

て其の症例を報告したがy 現在まで約30例を数えるに

過ぎない．

卵巣妊娠は受精卵の着床部により卵胞内卵巣妊娠と

表在性卵巣妊娠に大別し，更に前者を卵胞基底部着床

と卵胞側壁部着床に，後者を卵巣商着床と卵胞上着床

とに分類す；，：，.卵胞内卵巣妊娠と表在性卵巣妊娠の比

は田中によれば夫々86%, 14%で，其の区別は黄体の

有無，全不全によって鑑別されると云う．

発生機転に就ては，卵胞内卵巣妊娠はグラーフ氏細

胞破裂後卵子が排出されることなく受精着床するもの

で，破裂時の卵子が怪丘より分離しない（Strassman)

為かp 卵管総の吸引力微弱，破裂口の狭小閉鎖による

(Kolb. Hahne）ためかp 或は排卵時卵胞液の流れに卵

子；？＞乗らない（Wollen）ためか何れかによる．表在性

卵巣妊娠は卵胞破裂により卵胞外に出た卵子が慢性炎

症による卵管f深の吸引力不全（Treite〕p 卵巣表面の異

所的子宮内嘆症（Klein）によるものとされている．

経過及び診断：以上の如く受精卵の着床部位によっ

てP 卵胞内卵巣妊娠と表在性卵巣妊娠とに分けられる

がp 前者に於ては卵は卵巣中心部への発育方向をとり

血管の多い発育基礎を見出すゐ，時により妊娠後期ま

で其の経続を行い得る司［かありp 後者に於ては偏心性

発育の為殆んど早期に中絶を来寸事；）；多い．何にして

も2～3ヵ月目に中絶することが多く妊娠月数との関

係は前半期中絶70.7%，後半期中絶29.39五と云われる．

診断上卵巣妊娠では特異な症状はなし中絶では術前

に於ては，卵管妊娠p 卵巣出正IT.P 卵巣臨疹並に茎捻転
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と区別することは甚だ困難と云われる． たず Zielke

によれば卵巣妊娠中絶は卵管妊娠中絶に比しで性器外

出血を見ることが少いらしい．

本症例に於ても性器外出血を認めず，無月経と一般

症状により渓然と子宮外妊娠破裂を推測し得たに過ぎ

ない．更に本症例措こ於では5年前避妊手術を行ってお

り診断が困難であった．

手術的には骨盤経内l生禄p 腸管には炎症性癒着等の

変化を認めずp た，. Madlener氏不妊術に依る両側

卵管癒寝性収縮以外は著変を認めず，其の発生機転に

就ては明にし得なかった．然し刻出標本より右卵巣妊

娠2ヵ月の破裂例であることが明となったものであ

る．

結 三五
回口

私は最近Madlener不妊術5年徒， 急性復腔内出

血の診断の下に開腹手術を行いp 摘出標本，組織顕微

鏡的に右卵巣妊娠破裂と判明した一例を経験したので

報告する．

着床部位に就ては，卵胞内妊娠か，表在性卵巣妊娠

か明にし得なかった．
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